







































                                                
* 本稿は、科研トランスアトランティック・エコロジー研究会（2016 年 3 月 14 日、於同志社大




















（John Ruskin, 1819-1900）や彼に影響を与えたカーライル（Thomas Carlyle, 1795-
1881）と親交があった（Hall, “Niagara Falls” 32-33）。また、ノートンの親戚にあ
たり、オルムステッド（Frederick Law Olmsted, 1822-1903）の弟子であった景観
設計者（landscape architecture）エリオット（Charles Eliot, 1859-1897）は、ワー
ズワス信奉者であり、1885-86 年に渡英した際には、ハンター（Robert Hunter, 
1844-1913）がまとめたナショナル・トラスト構想案を入手して感銘を受けてい
る。一方、ワーズワス協会員であり湖水地方における自然地保護活動の中心的
人物であるローンズリー（Hardwick Drummond Rawnsley, 1851-1920）に会った
際には、アメリカにおけるナイアガラやイエローストーン保護運動について情




                                                



























滝（Niagara of the Lake, the renowned cataract of Lowdore）」と記されている。5 も









                                                
5 West 95. 他にも、Otley 33, Payn75 など。現在のつづりは Lodore. 
6 たとえば John Dalton の “Descriptive Poem, Addressed to Two Ladies, at their Return from Viewing the 
Mines, near Whitehaven”（1755）はロドアの「恐ろしげな」岩を轟き落ちていく滝を、“Horrors like 
these at first alarm, / But with savage grandeur charm, / And raise to noblest thoughts the mind” と描写して
いる（Powell and Hebron 1）。18 世紀における湖水地方の風景表象については、パウエルとヘブロ
ンの編纂した画集にいくつか収められている。 












1830 年代後半から 1840 年代にかけて、ワーズワスの暮すライダル・マウン
トには大勢のアメリカ人愛読者が訪れたが、そうした訪問客を、詩人はしばし
ば近くのライダル滝（Rydal Falls）へ連れて行った。1840 年夏に訪れたカルヴ


















                                                
8 William Wordsworth to Henry Crabb Robinson, 16 June 1834, Knight 3: 53-54. 







































                                                
10 少し後になると、ストックギル滝を見る際に料金を取られるという事態に憤慨して、ナイアガ
ラでも商業主義が非難されて景観保護運動が起きているように、湖水地方でもこうした非文化的


































                                                
11 たとえば、1835 年にロックポート・ナイアガラ鉄道が開通し、1846 年に遊覧船が運航を開始、
1848 年には歩道橋が完成した。 








（Frederic Edwin Church, 1826-1900）、建築家のリチャードソン（Henry Hobson 
Richardson, 1838-1836）、カナダ総督ダファリン卿（Lord Dufferin, 1826-1902）、美
術史家ノートン13などが中心となって行われたのがこの保護運動であるが、イ
ギリスにおいても大きな関心を呼んだ。14 1880 年、オルムステッドら調査団が
『ナイアガラ滝周辺の景観保護についての特別報告』（Special Report of New York 
State Survey of the Preservation of the Scenery of Niagara Falls）をニューヨーク州議
会に提出した際には、保護を訴える請願書が付されたが、そこには、ロングフ
















                                                
13 オルムステッドはバッファロー・パーク、ニューヨークのセントラル・パークなどの設計で有
名。チャーチはハドソン・リヴァー派の画家で “Niagara” (1857) などの風景画で有名であり、アメ
リカではターナーの後継者と評された。上述のようにノートンは英国文人とも交流が深く、新聞
などへの公開書簡を通して影響力を発揮した（Hall, “Niagara Falls” 32-33）。 
14 ナイアガラ保護がイギリスで関心を呼んだ背景には、チャーチの描いたナイアガラ滝の絵の影
響もあるだろう。この絵はヨーロッパでも巡回展示され、好評を得たという。ラスキンも褒めた

































































                                                






































ピクチャレスク旅行』（The Tour of Doctor Syntax in Search of the Picturesque, 
1812）などで揶揄の対象になっている。ニューヨーク州への報告書にも観光業
の行き過ぎについては指摘されているが、こうした例は挙げられていない。お
                                                
17 ここでも park という言葉が使われているが、アイロニカルな響きが感じられる。ダファリン卿
が 1878 年にナイアガラを国際的な公設の公園（international public park）にしようと提唱したとき







































































                                                
20 19 世紀後半の湖水地方における鉄道敷設計画に関する論争史については別の稿に譲るが、
Marshall and Walton 204-15, Joy 195-222 などでも概観されている。 






























結局アンブルサイドの鉄道敷設計画は 1887 年に否決された（“Opposition”）。 
 
                                                
22 “The Lake District at present serves the purposes of a great National Park, and is annually visited (on 
account of its exceptional beauty) not only by thousands of people from all parts of the United Kingdom, but 
by great numbers from the British colonies, the United States of America, and the Continent of Europe” 
(“Petition against the Ambleside Railway Bill, 1887,” quoted in Hall, “American Tourists” 106). 湖水地方































                                                
23 サールミア湖を貯水池にするための法案は 1879 年に議会を通り、その後計画の若干の修正を
経たのち、1890 年にダム工事が開始され、1894 年にダム及び貯水池が完成する。反対運動とその
失敗の過程については、Ritvo 参照。 
24 Ruskin, Stephen, Rawnsley, William Knight, Brooke, Bryce, Lowell などワーズワス協会のメンバー
の多くが個人的に保護運動と関わっただけでなく、協会全体としても LDDS のメンバーになった 
(Gill 257-58)。ワーズワス協会ではアメリカ人も発言力があった。たとえばHenry Reed はアメリカ























われることだが、1895 年創設のナショナル・トラストの正式名称が The National 










                                                
25 昔から慣習として庶民に与えられていた私有地を通る権利は、その土地の所有者が変わったか
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